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文
化
財
指
定
さ
れ
た
特
攻
戦
没
者
の
手
記

�

坂
　
元
　
恒
　
太

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
特
攻
隊
員
が
書
き
残
し
た
手
紙
や
遺
書
な
ど
の
個
人
的
記
録
を
歴

史
資
料
と
し
て
捉
え
る
視
点
を
主
題
と
す
る
。

　

戦
後
七
十
年
目
を
迎
え
た
平
成
二
十
七
年
七
月
、南
九
州
市
教
育
委
員
会
は
、

南
九
州
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
収
蔵

資
料
の
一
部
を
知
覧
特
攻
戦
没
者
の
手
記
十
八
点
と
、
な
で
し
こ
隊
「
特
攻
日

記
一
点
を
市
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
に
指
定
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
南
九
州
市
及
び
旧
知
覧
町
が
太
平
洋
戦
争
（
大
東
亜
戦

争
）
に
関
わ
る
歴
史
遺
産
を
文
化
財
と
し
て
指
定
し
た
事
例
は
あ
っ
た
が
、
特

攻
戦
没
者
の
手
紙
や
遺
書
、
勤
労
動
員
し
た
女
学
生
に
よ
る
当
時
の
日
記
な
ど

の
、
紙
に
記
さ
れ
た
個
人
的
記
録
を
文
化
財
と
位
置
づ
け
た
こ
と
は
初
の
試
み

で
あ
っ
た
。
筆
者
は
当
時
、
南
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
に
在
籍
し
て
お

り
関
係
事
務
に
従
事
し
た
。全
国
的
に
み
て
も
類
似
資
料
の
前
例
が
な
い
中
で
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
本
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
の
検
討
事
案
と
し
て
提
示
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
を
模
索
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
の
人
事
異
動
で
、
筆

者
は
知
覧
特
攻
平
和
館
内
に
事
務
所
を
置
く
世
界
の
記
憶
推
進
室
に
配
属
さ
れ

現
在
に
至
る
。
文
化
財
へ
の
指
定
は
、
平
成
三
十
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
知
覧

特
攻
平
和
会
館
企
画
展
「
出
撃
直
前
の
遺
書
」
の
開
催
に
も
繋
が
っ
た
。
筆
者

は
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
末
座
に
連
ね
て
い
た
者
の
責
務
と
し
て
、
特
攻
戦
没
者

の
手
記
が
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
歴
史
資
料
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
の
か
に
つ
い

て
こ
こ
に
記
録
し
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

１
．
特
攻
戦
没
者
の
手
記
に
関
す
る
先
行
研
究

　

特
攻
戦
没
者
の
手
記
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
森
岡
清
美
氏
に
よ
る
社

会
学
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
（
森
岡
清
美
一
九
九
一
『
決
死
の
世

代
と
遺
書
』
新
地
書
房
、
一
九
九
五
「
研
究
資
料
と
し
て
の
戦
没
者
の
既
刊
手

記
」『
淑
徳
大
学
研
究
紀
要
』
淑
徳
大
学
三
一
一
～
三
二
七
頁
）。

　

森
岡
氏
は
、
手
記
を
広
義
に
は
「
自
ら
の
経
験
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
自

分
で
記
録
す
る
か
口
頭
で
陳
述
し
て
作
成
さ
れ
た
記
録
」
と
定
義
し
、
自
伝
、

生
活
史
、
日
記
、
書
簡
、
狭
義
の
手
記
、
そ
の
他
（
文
学
・
作
文
等
）
を
含
む

個
人
的
記
録
と
し
て
捉
え
て
い
る
（
森
岡
一
九
九
五
・
三
一
二
頁
）。

　

森
岡
氏
は
、
戦
没
者
の
手
記
の
資
料
的
価
値
を
、「
死
に
直
面
し
た
人
々
が

も
つ
苦
悩
、
悩
み
、
願
望
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
、
死
に
直
面

し
て
到
達
し
た
死
生
観
、
死
の
意
味
づ
け
等
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
が
、
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
点
で
同
じ
年
齢
層
（
世
代
）
の
人
々
に
共
通
す

る
特
色
や
、
世
代
と
歴
史
的
状
況
と
の
関
わ
り
あ
い
等
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
資
料

と
い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。」
と
し
、
そ
の
資
料
的
欠
陥
、
研
究
資

料
と
し
て
用
い
る
際
に
留
意
す
る
点
を
挙
げ
て
い
る（
表
１
。同
書
三
一
六
頁
）。

そ
し
て
、
資
料
的
欠
陥
を
補
う
た
め
に
は
、
手
記
の
書
き
手
を
世
代
別
経
歴
別

等
に
み
る
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
相
互
補
完
と
、
戦
隊
単
位
別
等
に
み
る
メ
ゾ
レ
ベ

ル
の
相
互
補
完
の
手
法
が
あ
る
と
し
た
（
同
書
三
一
七
～
三
一
九
頁
）。
森
岡

氏
は
大
正
９
～
12
年（
一
九
二
〇
―
二
三
）生
ま
れ
を
一
つ
の
世
代
と
み
て「
決

死
の
世
代
」
と
呼
ん
で
利
用
す
る
手
記
を
こ
の
世
代
の
も
の
に
限
っ
て
い
る
。

メ
ゾ
レ
ベ
ル
の
相
互
補
完
の
一
例
と
し
て
、
万
世
基
地
か
ら
出
撃
し
た
七
三
振

武
隊
の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
に
認
め
た
遺
書
の
体
裁
が
整
っ
て
お
り
、
出
撃

前
夜
に
兵
舎
で
順
々
に
書
い
て
い
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
こ
と
を
示
し
た

（
同
書
三
一
八
～
三
一
九
頁
）。
な
お
、既
刊
手
記
に
み
ら
れ
る
問
題
点
と
し
て
、
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－　　（2）－

知覧特攻平和会館紀要　第１号

転
写
の
際
の
誤
り
、
手
記
を
提
供
す
る
際
に
選
別
さ
れ
た
可
能
性
、
編
集
者
に

よ
り
選
別
や
変
形
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
市
の
指
定
事
務
の
検
討
作
業
で
は
、
特
攻
戦
没
者
の
手
記
を
歴
史
資
料
と

し
て
評
価
す
る
た
め
に
、
以
上
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
た
。
名
称
は
、
知
覧

特
攻
平
和
会
館
収
蔵
資
料
の
日
記
・
遺
書
・
手
紙
・
葉
書
・
辞
世
・
遺
詠
・
遺

筆
な
ど
多
様
な
も
の
を
包
括
す
る
言
葉
と
し
て
、
広
義
の
手
記
の
語
を
用
い
る

こ
と
に
し
た
。
資
料
を
選
別
す
る
に
あ
た
り
、
メ
ゾ
レ
ベ
ル
で
の
相
互
補
完
の

手
法
を
取
り
入
れ
、
知
覧
か
ら
出
撃
し
た
特
攻
戦
没
者
に
絞
り
、
知
覧
に
お
い

て
最
後
の
出
撃
命
令
を
受
け
た
後
に
、
出
撃
直
前
に
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
手
記

と
い
う
基
準
を
設
け
た
。
世
代
別
に
分
類
す
る
と
い
う
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
相
互

補
完
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
が
、
異
な
る
時
代
思
潮
の
感
化
を
受
け
た
こ
と
の

違
い
を
み
る
こ
と
や
、
職
業
軍
人
と
学
徒
出
身
者
の
手
記
を
比
較
す
る
な
ど
の

手
法
は
、
今
後
の
研
究
の
課
題
と
成
り
得
る
だ
ろ
う
。

２
．
経
緯
と
選
定
事
由

（
１
）
指
定
に
向
け
た
検
討
に
至
る
経
緯

　

南
九
州
市
文
化
財
保
護
条
例
第
四
条
に
は
、「
教
育
委
員
会
は
、
市
の
区
域

内
に
存
す
る
文
化
財
の
う
ち
市
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
」、
市
指
定
文
化
財

に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。
特
攻
の
史
実
は
、
南
九
州
市
の

歴
史
に
極
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
る
。
旧
知
覧
町
で
は
、
太
平
洋
戦
争
に
関
す

る
史
跡
と
し
て
、
知
覧
飛
行
場
の
施
設
の
一
部
を
昭
和
五
十
三
年
に
知
覧
町
指

定
文
化
財
（
史
跡
）
に
指
定
、
建
造
物
は
平
成
十
九
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
た
。平
成
二
十
七
年
に
は
戦
後
七
十
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

先
行
す
る
指
定
・
登
録
文
化
財
に
加
え
て
、
新
た
に
他
の
史
跡
や
歴
史
資
料
の

文
化
財
指
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

表２　太平洋戦争に関する南九州市の指定・登録文化財

市指定文化財：有形文化財（歴史資料）

名　称 員数 指定年月日

1 知覧特攻戦没者の手記 18点 H27.7.21

2 なでしこ隊「特攻日記」 １点 H27.7.21

市指定文化財：記念物（史跡）

1 旧知覧飛行場　給水塔 １基 S53.5.11

2 旧知覧飛行場　油脂庫 １基 H27.2.17

国登録有形文化財：建造物

1 旧陸軍知覧飛行場　防火水槽 １基 H19.7.31

2 旧陸軍知覧飛行場　弾薬庫 １基 H19.7.31

3 旧知覧飛行場　着陸訓練施設鎮碇 １基 H19.7.31

表１　戦没者の手記の資料的価値と欠陥
（森岡1995より作成）

戦没者の手記のうち、死に臨んで書かれたもの
（遺書・遺詠など）

資料的欠陥 資料的価値

・信頼性。
　遺書や辞世の場合、定型
的な文がみられ、他人に見
られても恥ずかしくないよ
うにと自己規制が加わっ
た。
・完璧性
　思いの意識化、意識した
ことの文章化という二重の
障壁があるため、戦没者の
思いが悉く吐露されている
保障はない。
・代表性
　高学歴者、筆まめな人々、
死期が予見できた人々、内
地在勤だった人々、特攻隊
など手記が残りやすい部隊
の人々の手記に偏ってい
る。

・�死に直面した人々がもつ
苦悩、悩み、願望、彼ら
にとっての心の拠りどこ
ろ、死に直面して到達し
た死生観、死の意味づけ
等をあらわにする。
・�同じ年齢層（世代）の人々
に共通する特色や、世代
と歴史的状況とのかかわ
りあい等にかんする情報
をえることができる。
・�訓練の状況や隊内の生活、
戦闘経過等の主観的なら
びに客観的情報をえるこ
とができる。

（正確さを期するためには
公式記録や当時の記録・回
顧録と照合する必要がある
ため１次資料とはいえな
い。）
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－　　（3）－

文化財指定された特攻戦没者の手記

　

ま
た
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
収
蔵
資
料
を
文
化
財
と
し
て
捉
え
る
こ
と
へ
の

関
心
の
高
ま
り
は
、
南
九
州
市
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
（
世
界
の
記
憶
）

へ
の
登
録
申
請
を
推
進
し
て
い
る
時
期
で
も
あ
っ
た
こ
と
も
契
機
の
一
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。
南
九
州
市
は
、
平
成
二
十
五
年
に
三
三
三
点
、
平
成
二
十
七

年
に
四
二
七
点
を
申
請
し
た
が
国
内
審
査
で
落
選
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

文
化
財
指
定
へ
の
検
討
作
業
は
、
平
成
二
十
五
年
の
申
請
リ
ス
ト
三
三
三
点

を
検
討
対
象
と
し
た
。
指
定
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
準
を
、
次
の
よ
う

に
設
け
た
。
前
提
と
し
て
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
寄
贈
さ
れ
た
所
蔵
資
料
で

あ
る
こ
と
を
前
置
き
し
て
お
く
。

　
　

大
分
類　

知
覧
飛
行
場
か
ら
出
撃
し
た
特
攻
戦
没
者
の
も
の

　
　

中
分
類　

出
撃
直
前
と
推
測
で
き
る
記
載
事
項
が
あ
る
も
の

　
　

小
分
類　

知
覧
に
お
い
て
記
載
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
も
の

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
は
、
陸
軍
沖
縄
戦
に
お
け
る
特
攻
戦
没
者
一
〇
三
六
名

の
関
係
資
料
を
保
存
・
展
示
し
そ
の
記
録
を
後
世
に
残
す
こ
と
を
目
的
に
建
立

さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
知
覧
か
ら
の
出
撃
者
は
四
三
九
名
で
あ
り
、

彼
ら
の
手
記
の
中
か
ら
出
撃
直
前
に
記
さ
れ
た
も
の
を
指
定
基
準
と
し
た
。
知

覧
特
攻
平
和
会
館
に
は
、
一
人
の
隊
員
の
遺
品
に
遺
書
や
手
紙
な
ど
複
数
の
手

記
が
あ
る
場
合
も
多
い
が
、
こ
の
う
ち
、
出
撃
直
前
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
前
線

基
地
で
あ
る
知
覧
飛
行
場
に
お
い
て
記
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
り
、
知
覧

（
現
南
九
州
市
）
で
お
き
た
歴
史
的
事
象
を
示
す
歴
史
資
料
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

ま
ず
、
大
分
類
と
し
て
、
検
討
対
象
三
三
三
点
の
う
ち
、
知
覧
飛
行
場
か
ら

出
撃
し
た
隊
員
の
も
の
は
八
三
人
分
一
三
六
点
あ
る
。
次
に
中
分
類
と
し
て
、

特
攻
戦
死
日
の
前
日
や
前
々
日
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、「
出
撃

前
夜
」「
出
撃
直
前
」「
愈
々
征
き
ま
す
」
な
ど
、
出
撃
の
直
前
で
あ
る
こ
と
が

推
測
で
き
る
も
の
を
拾
い
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
前
線
基
地
で
あ
る
知
覧
に
到
着

後
に
、
知
覧
の
地
で
記
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
も
の
を
分
類
し
て
、
十
八
点
に

絞
り
込
ん
だ
（
表
３
）。

表３　南九州市指定文化財「知覧特攻戦没者の手記」一覧

資料名 戦死年月日 指定の根拠 法量
1 山田勇大尉日記 昭和20年4月8日 ４月６日までの日記 16×21、1冊　
2 穴澤利夫大尉手紙 昭和20年4月12日 「出撃の日を迎えた」の記載 13×20、4枚
3 中上敬一少尉遺書 昭和20年4月16日 ４月15日の日付 18×26、4枚
4 松原徳雄少尉遺筆 昭和20年4月16日 「明日」「最後の離陸」の記載 25×20、1枚
5 上成義徳少尉遺詠 昭和20年4月22日 「出撃前夜」の記載 18×26、1枚
6 網代一大尉遺書 昭和20年4月28日 ４月28日の日付 15×21、2枚
7 袴田治夫少尉絶筆 昭和20年5月4日 「モウ出発」の記載 15×21、2枚
8 水川豊少尉絶筆 昭和20年5月11日 「只今より出発」、５月10日の日付 15×21、2枚
9 藤田文六少尉遺書 昭和20年5月25日 「出撃前夜」の記載 16×25、1枚
10 服部武雄少尉遺書 昭和20年5月25日 「明朝出撃」、５月23日の日付 18×25、3枚
11 美野輝雄少尉絶筆 昭和20年5月25日 ５月25日午前２時の日付 35×22、1枚、封筒
12 太田巌軍曹絶筆 昭和20年5月26日 「出撃直前」、５月26日の日付 19×14、3枚
13 宮井政信少尉遺書 昭和20年5月28日 「攻撃命令も今日か明日」の記載 18×25、3枚
14 大岩泰雄大尉遺書 昭和20年5月28日 「明朝出撃の予定」、５月26日の日付 15×21、3枚
15 深田末義少尉遺書 昭和20年6月3日 「出発前夜に」、６月２日の日付 18×25、2枚、封筒
16 生駒寛彦大尉遺書 昭和20年6月6日 「明日征きます」「出撃前夜」の記載 40×30、1枚
17 中嶋璋夫少尉遺書 昭和20年6月6日 「任務に赴く前夜」の記載 64×32、1枚
18 和田照次大尉遺書 昭和20年6月6日 「今日（中略）出撃」、６月６日の日付 15×20、3枚
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知覧特攻平和会館紀要　第１号

（
２
）
各
資
料
の
選
定
事
由

　

資
料
１
「
山
田
勇
大
尉
日
記
」
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
八
日
に
特
攻
戦
死
し

た
山
田
勇
大
尉
（
戦
死
後
の
階
級
。
以
下
同
じ
）
が
、
四
月
六
日
ま
で
つ
け
て

い
た
日
記
で
、
冊
子
で
あ
る
。
四
月
五
日
の
日
記
に
は
、「
知
覧
♯
に
前
進
一

泊　

軍
司
令
官
閣
下
の
激
勵
の
訓
示
あ
り
」、「
我
々
の
命
令
も
明
日
一
日
な
り
」

と
あ
り
、
出
撃
前
夜
の
心
境
で
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
は
、
六
日

の
日
記
に
あ
る
よ
う
に
「
出
発
時
刻
ニ
全
機
故
障
止
ム
ナ
ク
出
発
ハ
明
日
ト
ナ

リ
」、
さ
ら
に
一
日
延
期
さ
れ
て
、
八
日
に
出
撃
し
て
い
る
（
写
真
１
～
３
）。

　

資
料
２
「
穴
澤
利
夫
大
尉
手
紙
」
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日
に
特
攻
戦

死
し
た
穴
澤
利
夫
大
尉
が
婚
約
者
に
あ
て
た
最
後
の
手
紙
で
あ
る
。
便
箋
四
枚

か
ら
な
る
が
、
手
紙
の
受
け
取
っ
た
婚
約
者
に
よ
り
別
な
用
紙
に
貼
り
付
け
て

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
大
事
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。「
晴
れ
の
出

撃
の
日
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
」「
当
地
は
既
に
桜
も
散
り
果
て
た
」
と
い
う
文

言
か
ら
、
出
撃
直
前
に
知
覧
に
お
い
て
記
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
写
真
４
・５
）。

　

資
料
３
「
中
上
敬
一
少
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日
に
特
攻
戦

死
し
た
中
上
敬
一
少
尉
の
遺
書
で
あ
る
。
便
箋
四
枚
か
ら
な
り
、
家
族
へ
の
他

の
手
紙
や
絶
筆
な
ど
と
冊
子
状
に
し
て
綴
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。「
四
月
十
五
日
の
夜
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
撃
前
夜
に
記
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
６
～
９
）。

　

資
料
４
「
松
原
徳
雄
少
尉
遺
筆
」
は
、
四
月
十
六
日
に
特
攻
戦
死
し
た
松
原

徳
雄
少
尉
の
遺
筆
で
あ
る
。
一
枚
の
白
紙
（
色
調
の
意
で
は
な
く
、
便
箋
や
原

稿
用
紙
で
は
な
い
紙
と
い
う
意
）
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。「
明
日
十
二
時

迄
に
最
后
の
離
陸
を
し
ま
す
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
前
日
に
記
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
写
真
10
・
11
）。

　

資
料
５
「
上
成
義
徳
少
尉
遺
詠
」
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
二
日
に
特
攻

戦
死
し
た
上
成
義
徳
少
尉
の
遺
詠
で
あ
る
。一
枚
の
便
箋
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

「
出
撃
前
夜
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
前
日
に
知
覧
に
お
い
て
記
さ
れ
た
と

推
測
し
た
。
日
付
の
記
載
が
な
い
た
め
、
前
線
基
地
で
あ
る
知
覧
飛
行
場
へ
赴

く
際
に
、そ
の
前
夜
に
記
さ
れ
た
可
能
性
も
残
る
が
、「
出
撃
」
と
い
う
文
言
を
、

最
終
離
陸
の
意
味
で
あ
る
と
解
釈
し
た
（
写
真
12
）。

　

資
料
６
「
網
代
一
大
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
八
日
に
特
攻
戦

死
し
た
網
代
一
大
尉
の
遺
書
で
、
便
箋
二
枚
か
ら
な
る
。「
愈
々
出
発
デ
ス
」

と
い
う
文
言
や
、「
四
月
二
十
八
日
」
の
日
付
か
ら
、
出
撃
当
日
に
記
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
13
）。

　

資
料
７
「
袴
田
治
夫
少
尉
絶
筆
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
四
日
に
特
攻
戦
死

し
た
袴
田
治
夫
少
尉
の
絶
筆
で
、
便
箋
二
枚
両
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
既
ニ

我
ガ
愛
機
ハ
（
中
略
）
爆
音
ヲ
立
テ
テ
ヲ
リ
マ
ス
」「
モ
ウ
出
発
デ
ア
リ
マ
ス
」

と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
直
前
に
知
覧
飛
行
場
で
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
今
翼
ノ
上
デ
走
リ
書
キ
ヲ
シ
テ
ヲ
リ
マ
ス
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
飛
び
立
つ

直
前
ま
で
飛
行
機
の
翼
の
上
で
書
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
写
真
14
）。

　

資
料
８
「
水
川
豊
少
尉
絶
筆
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
一
日
に
特
攻
戦
死

し
た
水
川
豊
少
尉
の
絶
筆
で
便
箋
２
枚
か
ら
な
る
。「
只
今
よ
り
出
發
致
し
ま

す
」
と
い
う
文
言
と
、「
五
月
十
日
」
の
日
付
か
ら
、
出
撃
前
日
に
記
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
指
定
を
検
討
し
て
い
た
当
時
、「
小
月
に
て
」
と
い
う
文
字

を
判
別
で
き
て
お
ら
ず
、
日
付
か
ら
知
覧
飛
行
場
に
て
記
さ
れ
た
と
推
測
し
て

い
た
。
し
か
し
、「
小
月
に
て
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
小
月
飛
行
場
に
お
い
て

記
さ
れ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
今
後
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
（
写
真
15
）。

　

資
料
９
「
藤
田
文
六
少
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
に
特
攻

戦
死
し
た
藤
田
文
六
少
尉
の
遺
書
で
、原
稿
用
紙
一
枚
か
ら
な
る
。「
出
撃
前
夜
」

と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
前
日
に
記
さ
れ
た
と
推
測
し
た
（
写
真
16
・
17
）。

　

資
料
10
「
服
部
武
雄
少
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
に
特
攻

戦
死
し
た
服
部
武
雄
少
尉
の
遺
書
で
、
原
稿
用
紙
三
枚
か
ら
な
る
。「
明
朝
は
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－　　（5）－

文化財指定された特攻戦没者の手記

出
撃
せ
ん
と
待
機
し
て
居
り
ま
す
」「
愈
々
明
日
は
総
攻
撃
で
す
」「
知
覧
に
て
」

と
い
う
文
言
や
、「
五
月
二
十
三
日
」
の
日
付
か
ら
、
出
撃
直
前
に
記
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
藤
田
少
尉
と
服
部
少
尉
の
遺
書
は
、「
大
日
本
雄
辯
會
講
談

社
原
稿
用
紙
」
と
定
形
印
刷
さ
れ
た
同
じ
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
写
真
18
）。

　

資
料
11
「
美
野
輝
雄
少
尉
絶
筆
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
に
特

攻
戦
死
し
た
美
野
輝
雄
少
尉
の
絶
筆
で
、
原
稿
用
紙
一
枚
か
ら
な
る
。「
五
月

二
十
五
日
午
前
二
時
」「
出
撃
ハ
後
時
間
の
問
題
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃

当
日
の
夜
中
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
19
）。

　

資
料
12
「
太
田
巌
軍
曹
絶
筆
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六
日
に
戦
死
し

た
太
田
巌
軍
曹
の
絶
筆
で
、
三
枚
の
白
紙
に
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。「
出
撃

時
刻
デ
ス
征
キ
マ
ス
」、「
出
撃
直
前
デ
ア
リ
マ
ス
故
充
分
書
ク
事
出
来
マ
セ

ン
」、「
只
今
ヨ
リ
征
キ
マ
ス
」
と
い
う
文
言
と
「
五
月
二
十
六
日
」
の
日
付
か

ら
、
知
覧
飛
行
場
で
出
撃
直
前
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
20
）。

　

資
料
13
「
宮
井
政
信
少
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
八
日
に
特
攻

戦
死
し
た
宮
井
政
信
少
尉
の
遺
書
で
、
便
箋
三
枚
か
ら
な
る
。「
最
後
の
出
撃

に
前
進
命
令
を
受
け
九
州
の
最
南
端
○
○
基
地
に
前
進
ス
」
と
あ
り
、
三
角
兵

舎
の
様
子
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
愈
々
私
達
の
攻
撃
命
令
も
今
日
か
明
日
」

と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
直
前
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
21
）。

　

資
料
14
「
大
岩
泰
雄
大
尉
遺
書
」
は
、
五
月
二
十
八
日
に
特
攻
戦
死
し
た
大

岩
泰
雄
大
尉
の
遺
書
で
、
便
箋
三
枚
か
ら
な
り
青
鉛
筆
と
赤
鉛
筆
で
記
さ
れ
て

い
る
。「
明
朝
出
撃
ノ
予
定
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
前
日
に
記
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
写
真
22
）。

　

資
料
15
「
深
田
末
義
少
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
三
日
に
特
攻
戦
死

し
た
深
田
末
義
少
尉
の
遺
書
で
、
便
箋
二
枚
か
ら
な
り
、
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い

る
。「
明
日
は
愈
々
晴
れ
の
出
撃
な
り
」「
出
発
前
夜
に
」
と
い
う
文
言
や
、
六

月
二
日
の
日
付
か
ら
、
出
撃
前
夜
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
明
日
出
撃

の
特
攻
勇
士
は
と
て
も
朗
ら
か
な
り
」「
レ
コ
ー
ド
を
掛
け
た
り
唄
を
歌
っ
た

り
し
て
居
り
ま
す
」
の
記
述
は
、出
撃
前
夜
の
様
子
を
伝
え
る
一
事
例
で
あ
る
。

南
九
州
市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
三
角
兵
舎
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
実
際
に
レ

コ
ー
ド
の
破
片
が
出
土
し
て
い
る
（
写
真
23
）。

　

資
料
16
「
生
駒
寛
彦
大
尉
遺
書
」
は
、
昭
和
二
十
年
六
月
六
日
に
特
攻
戦
死

し
た
生
駒
寛
彦
大
尉
の
遺
書
で
、
白
紙
一
枚
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。「
出
撃
命

令
下
り
寛
彦
は
い
よ
い
よ
明
日
征
き
ま
す
」「
出
撃
前
夜
」
の
文
言
か
ら
、
出

撃
前
夜
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
24
）。

　

資
料
17
「
中
嶋
璋
夫
少
尉
遺
書
」
は
、
同
じ
く
六
月
六
日
に
特
攻
戦
死
し
た

中
嶋
璋
夫
少
尉
の
遺
書
で
、
白
紙
一
枚
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。「
大
命
ヲ
拜
シ

任
務
ニ
赴
ク
前
夜
一
筆
父
母
ニ
記
ス
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
出
撃
前
夜
に
記
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
25
）。

　

資
料
18
「
和
田
照
次
大
尉
遺
書
」
は
、
同
じ
く
六
月
六
日
に
特
攻
戦
死
し
た

和
田
照
次
大
尉
の
遺
書
で
、
便
箋
三
枚
に
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。「
今
日
私

は
特
別
攻
撃
隊
員
と
し
て
出
撃
致
し
ま
す
」
の
記
述
や
、「
六
月
六
日
」
の
日

付
か
ら
出
撃
当
日
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
26
）。

表４　手記資料の用紙と筆記具の種類

用紙 筆記具
1 冊子、ハードカバー 万年筆か？
2 便箋（茶色罫線） 万年筆か？
3 便箋（黒色罫線） 墨
4 白紙 墨
5 便箋（青色罫線） 墨
6 便箋（青色罫線） 万年筆か？
7 便箋（赤色罫線） 万年筆か？
8 便箋（黒色罫線） インク
9 原稿用紙「大日本…」 鉛筆
10 原稿用紙「大日本…」 鉛筆
11 白紙 墨
12 白紙 鉛筆
13 便箋（青色罫線） 万年筆か？
14 便箋（緑色罫線） 赤鉛筆、青鉛筆
15 便箋（赤色罫線） 鉛筆
16 白紙 墨
17 白紙 墨
18 便箋（黒色罫線） 鉛筆
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知覧特攻平和会館紀要　第１号

３
．
指
定
資
料
の
資
料
的
価
値

　

以
下
、
指
定
書
よ
り
引
用
す
る
。

「
指
定
書

１　

名
称
及
び
員
数　
　

知
覧
特
攻
戦
没
者
の
手
記　

18
点

２　

特　
　
　
　

徴　
　

�

知
覧
か
ら
出
撃
し
た
特
攻
戦
没
者
が
、
出
撃
命
令
を

受
け
た
後
、
出
撃
直
前
の
前
日
か
ら
当
日
朝
に
か
け

て
書
い
た
手
記
。

　
　
　

�　

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
沖
縄
戦
に
お
い
て
、
知
覧
か
ら
出
撃
し
た

陸
軍
特
別
攻
撃
隊
隊
員
が
、
出
撃
命
令
を
受
け
た
後
に
、
出
撃
直
前
の

前
日
か
ら
当
日
朝
に
か
け
て
家
族
へ
宛
て
て
記
し
た
遺
書
・
遺
筆
・
絶

筆
・
遺
詠
・
辞
世
・
日
記
・
手
紙
・
葉
書
な
ど
の
手
記
資
料
。

　
　
　

�　

本
資
料
群
は
、
我
が
国
の
昭
和
史
に
お
け
る
特
攻
の
史
実
を
伝
え
、

特
攻
隊
員
が
、
知
覧
の
三
角
兵
舎
や
飛
行
場
内
で
死
期
が
迫
る
中
、
ど

の
よ
う
な
言
葉
を
最
後
に
残
し
た
の
か
を
知
る
上
で
重
要
な
歴
史
資
料

で
あ
る
。

　
　
　

�

南
九
州
市
文
化
財
保
護
条
例
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
南
九
州
市
指

定
有
形
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
・
歴
史
資
料
）
に
指
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
７
月
21
日

�

南
九
州
市
教
育
委
員
会
」

　

指
定
書
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
資
料
的
価
値
は
「
知
覧
の
三
角
兵
舎
や
飛
行

場
内
で
死
期
が
迫
る
中
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
最
後
に
残
し
た
の
か
」
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
陸
軍
士
官
学
校
な
ど
で
は
遺
書
や
辞
世
の
模
範
例

を
教
え
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
必
ず
し
も
本
人
の
文
章
と
は
い
え
な
い
と
い

う
見
方
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、「
も
し
状
況
お
よ
び
記
者
に
か
ん

す
る
情
報
を
手
が
か
り
と
し
て
「
白
い
行
間
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、

そ
こ
に
潜
む
真
情
に
ふ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
（
森
岡
一
九
九
一
・
十
九

頁
）。」
と
い
う
森
岡
氏
の
主
張
と
も
合
致
す
る
。

４　

指
定
資
料

（
１
）
資
料
１　

山
田
勇
大
尉
日
記

（
前
略
）

昭
和
二
十
年

三
月
廿
六
日　

二
十
三
日
附　

秘
命
令
に
テ
待
望
の
大
命
降
下
血
湧
き
肉

　
　
　
　
　
　

躍
る
必
ず
成
功
を
期
す

二
十
七
日　
　

四
ケ
月
振
に
て
單
発
機
に
搭
乗
感
じ
を
忘
れ
て
居
た
の
で

　
　
　
　
　
　

困
っ
た

二
十
八
日　
　

小
隊
教
練

三
十
日　
　
　

拾
時
師
団
長
閣
下
以
下
師
団
全
員
に
見
送
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　

勇
躍
出
発

　
　
　
　
　
　

感
激
の
一
瞬

　
　
　
　
　
　

四
機
を
残
し
て
八
機
士
気
旺
盛

　
　
　
　
　
　

相
模
に
不
時
着
天
龍
に
て
補
給
加
古
川
に
一
泊

　
　
　
　
　
　

夜
懐
し
の
父
母
と
三
名
枕
を
並
べ
し
一
の
床
に
休
む

　
　
　
　
　
　

思
ひ
出
の
そ
し
て
最
后
の
一
夜
あ
り

　
　
　
　
　
　

安
心
し
き
っ
た
爲
か
安
ら
か
に
眠
る

三
十
一
日　
　

天
候
不
良　

長
機
故
障
の
為
め
出
発
延
期
父
母
と

　
　
　
　
　
　

半
日
飛
行
場
に
あ
り
て
話
す

　
　
　
　
　
　

話
し
は
山
程
あ
れ
ど
語
る
事
出
来
ず
又
余
り
話
す

　
　
　
　
　
　

要
な
し

　
　
　
　
　
　

特
攻
隊
に
行
く
事
は
知
っ
て
居
る
事
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　

自
分
の
飛
行
振
り
を
見
て
安
心
し
た
事
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　

１
６
５
１
５
大
阪
行
の
列
車
に
て
帰
る
母
は
自
分
の
出
発

　
　
　
　
　
　

を
見
送
り
た
か
っ
た
ら
し
い
が
家
で
子
供
が
出
来
る
事
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だ
し
随
分
心
残
り
の
事
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　

列
車
の
出
る
瞬
間
の
母
の
姿

　
　
　
　
　
　

し
っ
か
り
や
っ
て
お
く
れ

　
　
　
　
　
　

唯
そ
れ
だ
け
の
言
葉
が
し
っ
か
り
と
胸
に
脳
裡
に

　
　
　
　
　
　

刻
み
つ
け
ら
れ
た

四
月
一
日　
　

芦
屋
♯
着

　
　
　
　
　
　

旅
館
宿
泊
３
泊

　
　
　
　
　
　

特
攻
隊
給
与
で
ば
ん
と
し
て
ゐ
た
が
食
べ
ら
れ
ず

　
　
　
　
　
　

め
ん
ち
ょ
う
の
為
な
り

五
日　
　
　
　

愈
々
進
発
命
令
来
る

　
　
　
　
　
　

八
、三
五
全
機
離
陸　

知
覧
♯
に
前
進
一
泊
軍
司
令
官

　
　
　
　
　
　

閣
下
の
激
勵
の
訓
示
あ
り　

概
着
部
隊
は
一
機
又

　
　
　
　
　
　

一
機
進
発
す

　
　
　
　
　
　

吾
々
の
命
も
明
日
一
日
な
り

　
　
　
　
　
　

◎
あ
ら
れ
ふ
る
や
だ
ま
の
ふ
す
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
い
く
ヾ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

進
む
若
鷲
大
君
の
為
め

　
　
　
　
　
　

何
も
云
ひ
残
す
事
も
な
し　

心
残
り
な
し

　
　
　
　
　
　

唯
大
君
の
御
為
め
に
喜
ん
で
悠
久
の
大
儀
に
生
き
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

七
生
報
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
英
擊
滅
に
邁
進
せ
む

　
　
　
　

◎
大
君
の
み
為
め
に
死
ね
と
云
ひ
し
母
強
し

　
　
　
　

吾
れ
必
ず
や
一
艦
轟
沈
せ
む

　
　
　
　

六
日
夕
刻
二
十
三
才
の
若
輩
に
し
て
三
千
名
を
屠
る

　
　
　
　
　
　
　
　

必
中

　
　
　
　
　
　
　
　

轟
沈

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
十
八
振
武
隊

　
　
　
　
　
　

出
発
時
刻
ニ
全
機
故
障
止
ム
ナ
ク
出
発
ハ
明
日

　
　
　
　
　
　

ト
ナ
ル
整
備
不
良
の
為
メ
ナ
リ
明
日
ハ
ド
ン
ナ
事
ガ
ア
ッ

　
　
　
　
　
　

テ
モ
出
発
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
菊
水
第
一
号
ニ
ハ
参
加
シ

　
　
　
　
　
　

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　

轟
沈

　
　
　
　
　
　
　

第
六
十
八
振
武
隊

　
　
　
　
　
　
　

轟
沈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
生
報
国

（
２
）
資
料
２　

穴
澤
利
夫
大
尉
手
紙

【
１
枚
目
】

二
人
で
力
を
合
せ
て
努
め
て
来
た
が　

終
に
実
を
結

ば
ず
に
終
っ
た　

希
望
を
持
ち
乍
ら
も　

心
の
一
隅
で

あ
ん
な
に
も
恐
れ
て
い
た
〟時
期
を
失
す
る
〝
と
言
ふ
こ
と

が
実
現
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る　

去
月
十
日　

楽
し
み

の
日
を
胸
に
描
き
乍
ら　

池
袋
の
駅
で
別
れ
て
あ
っ
た

の
だ
が　

帰
隊
直
後　

我
が
隊
を
直
接
取
り
巻
く

状
況
は
急
転
し
た　

発
信
は
当
分
禁
止
さ
れ
た　

（
勿
論
今
は
解
除
）
転
々
と
処
を
変
へ
つ
つ
多
忙
の

毎
日
を
送
っ
た　

そ
し
て
今　

晴
れ
の
出
撃
の
日
を

迎
へ
た
の
で
あ
る　

便
り
を
書
き
度
い　

書
く
こ
と
は

う
ん
と
あ
る　

然
し
そ
の
ど
れ
も
が
今
ま
で
の
あ
な
た
の

厚
情
に
お
礼
を
言
ふ
言
葉
以
外
の
何
物
で
も
な
い

こ
と
を
知
る　

あ
な
た
の
御
両
親
様　

兄
様　

姉
様

【
２
枚
目
】

妹
様　

弟
様　

み
ん
な
い
い
人
で
し
た　

至
ら
ぬ
自
分
に

か
け
て
下
さ
っ
た
御
親
切　

全
く
月
並
の
お
礼
の
言
葉
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で
は
済
み
切
れ
ぬ
け
れ
ど
「
あ
り
が
た
ふ
御
座
い
ま
し
た
」
と

最
期
の
純
一
な
る
心
底
か
ら
言
っ
て
置
き
ま
す

今
は
徒
に
過
去
に
於
け
る
長
い
交
際
の
あ
と
を
た
ど
り

度
く
な
い　

問
題
は
今
後
に
あ
る
の
だ
か
ら　

常
に

正
し
い
判
断
を
あ
な
た
の
頭
脳
は
与
へ
て
進
ま
せ
て

呉
れ
る
こ
と
と
信
ず
る　

然
し　

そ
れ
と
は
別
個
に

婚
約
を
し
て
あ
っ
た
男
性
と
し
て　

散
っ
て
行
く
男
子
と
し
て

女
性
で
あ
る
あ
な
た
に
少
し
言
っ
て
征
き
度
い　

　
「
あ
な
た
の
幸
せ
を
希
ふ
以
外
に
何
物
も
な
い

　
「
徒
に
過
去
の
小
義
に
拘
る
勿
れ　

あ
な
た
は

　
　

過
去
に
生
き
る
の
で
は
な
い

【
３
枚
目
】

　
「
勇
気
を
持
っ
て
過
去
を
忘
れ　

将
来
に
新
活
面
を

　
　

見
出
す
こ
と
。

　
「
あ
な
た
は　

今
後
の
一
時
一
時
の
現
実
の
中
に

　
　

生
き
る
の
だ　

穴
澤
は
現
実
の
世
界
に
は　

も
う

　
　

存
在
し
な
い

極
め
て
抽
象
的
に
流
れ
た
か
も
し
れ
ぬ
が　

将
来
生
起

す
る
具
体
的
な
場
面
々
々
に
活
か
し
て
呉
れ
る
様

自
分
勝
手
な　

一
方
的
な
言
葉
で
は
な
い
積
り
で
あ
る

純
客
観
的
な
立
場
に
立
っ
て
言
ふ
の
で
あ
る

当
地
は
既
に
櫻
も
散
り
果
て
た　

大
好
き
な
嫩
葉
の

候
が
此
処
へ
は
直
き
に
訪
れ
る
こ
と
だ
ら
う

今
更
何
を
言
ふ
か
、
と
自
分
で
も
、
考
へ
る
が　

ち
ょ
っ
ぴ
り

慾
を
言
っ
て
見
た
い

【
４
枚
目
】

一
、�

読
み
度
い
本　
「
万
葉
」「
句
集
」「
道
程
」「
一
点
鐘
」

　
　
　
　
　
　
「
故
郷
」

二
、�

観
た
い
画　
　

ラ
フ
ァ
エ
ル
「
聖
母
子
像
」　

芳
崖
「
悲
母
観
音
」

三
、�

智
恵
子　
　
　

会
ひ
度
い
、
話
し
度
い
、
無
性
に

今
後
は
明
る
く
朗
か
に
。

自
分
に
負
け
ず
に
、
朗
ら
か
に
笑
っ
て
征
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
夫

智
恵
子
様

（
３
）
資
料
３　

中
上
敬
一
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

謹
啓　

父
様　

御
婆
様　

其
の
後
元
気
で
御

送
日
さ
れ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
か　

小
生
敬
一
も
以
来

頗
る
元
気
に
而
も
愉
快
な
る
日
を
送
っ
て

居
り
ま
す
。
安
心
下
さ
い　
　

父
様�

婆
様�

敬
一

の
命
を
捧
ぐ
る
日
は
参
り
ま
し
た　

墨
染

の
散
る
櫻
の
如
く　

沖
縄
の
雲
む
す
屍

と
な
り
日
は
今
で
す
。　

神
州
の
戦
争

生
か
滅
か
は
此
の
南
西
の
海
上
に
於
て
決

す
る
と
信
じ
て
居
り
ま
す　

敬
一
は
其
の

礎
と
し
て
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
の
一
員
と
し
て

初
陣
致
し
ま
す　

大
日
本　

断
じ
て
勝
つ
を

信
じ
又　

必
ず
一
機
一
艦
に
命
中
す
る
の

決
意
で
す　

我
等
の
同
志
は
今
日
も
又
明
日
も

隼
の
音
勇
ま
し
く
日
ノ
本
の
国
を
立
っ
て

【
２
枚
目
】

征
き
ま
す　

誰
の
顔
に
命
の　

欲
し
い
と
云
ふ
顔
は
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爪
の
垢
程
も
な
い
只
笑
っ
て
離
陸
し
て
ゐ
た

我
等
同
志
の
様　

筆
舌
に
盡
く
し
難
き
も
の

が
あ
り
ま
す　

櫻
の
花
を
愛
機
に
飾
り
飛
立
つ

空
の
勇
士
特
攻
隊　

再
び
帰
ら
ぬ
神
機　

我
も

斯
く
成
る
心
は
有
り
ま
す　

笑
っ
て
征
く

沖
縄
の
海
へ

　
　

身
は
た
と
へ　

南
西
の
空
に　

く
ち
く
と
も

　
　
　

永
久
に　

生
き
な
ん　

わ
か
櫻

神
州
神
な
が
ら
の　

国　

日
の
本　

断
じ
て
勝
た
ん

我
等
が
特
攻
隊　

隼
は
今
も
尚
南
の
雲
に
消
へ
て

征
く
・
・
・
・
・

父
様　

御
婆
様　

母
亡
き
子
の
敬
一
を
良
く
之
迄

仕
立
て
て
く
れ
ま
し
た　

厚
く
御
礼
申
上
ま
す

【
３
枚
目
】

未
だ
孝
行
は
何
一
つ
し
た
事
な
く　

又　

老
ひ
た
る
父
様
よ
り

先
に　

母
の
許
に
静
ま
り
ま
す　

ど
う
か
御
許
し

下
さ
い　

近
所
の
人
に
よ
ろ
し
く
傳
へ
て
下
さ
い

敬
一
が
帰
省
し
た
の
も
特
別
攻
撃
隊
と
知
っ
て
の

行
動
で
有
り
ま
す
。
ま
く
な
ら
ぬ
身　

一
言
あ
の

時
云
ひ
た
か
っ
た
の
で
す　

而
し　

云
は
れ
ぬ
敬
一
の
胸
の
内

察
し
て
下
さ
い　

又
、
色
々
と
近
所
の
人
恩
師
に
便

し
た
い
の
で
す
が
時
が
あ
り
ま
せ
ん　

ど
う
か
よ
ろ
し
く

傳
へ
て
下
さ
い　

く
れ
ぐ
れ
も
達
者
で
暮
ら
さ
れ
ん

こ
と
を
波
間
よ
り
祈
り
ま
す
。　

終
り
に
ど
う
か

愛
弟
竫
を
し
て
立
派
に
国
に
立
つ
飛
行
士
に

し
て
下
さ
い　

最
後
の
御
願
で
す
。

　
　

散
り
て
後　

青
葉
茂
れ
る

　
　
　
　
　

若
か
櫻　

敬
一　

作

【
４
枚
目
】

敬
一
の
心
は

　
　

徹　

忠

　
　
　
　
　
　
　

の
二
字
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
一
よ
り

父
上
様

　
　
　
　
　

四
月
十
五
日
の
夜

（
４
）
資
料
４　

松
原
徳
雄
少
尉
遺
筆

【
１
枚
目
】

オ
父
上　

御
身
体
大
切
ニ

　

母
上

今
一
度
御
顔
ヲ
見
タ
イ

ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
合
ヘ
バ

返
ヘ
ツ
テ
悪
イ
ト
思
ヒ
候
ハ

　

必
ズ
敵
空
母
ヲ

　

轟
沈
致
し
マ
ス

【
２
枚
目
】

一
、
此
の
航
空
セ
ー
タ
ー
ハ

　
　

出
発
の
前
日
迄

　
　

着
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

一
、
手
袋
ハ

　
　

飛
行
機
ニ
乗
ル
時
ニ

　
　

使
用
ス
ル
モ
ノ
デ
ス
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此
レ
ハ
飛
行
機
ニ
飛
ル
時

　
　

ギ
ズ
ヲ
シ
タ
時
使
用

　
　

ス
ル
モ
ノ
デ
ス

　
　
　
　
　

明
日
十
二
時
迄
最
后
ノ

　
　
　
　
　

離
陸
ヲ
シ
マ
ス

（
５
）
資
料
５　

上
成
義
徳
少
尉
遺
詠

【
１
枚
目
】

　
　

意　

氣　

軒　

昂

君　

が　

為　

め

　
　

雄�

々�

し�

く�

散�

ら�

ん

�������������　
　
　

�

櫻　

花

出
撃
前
夜

　
　
　
　
　
　
　

第
八
十
振
武
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
成
曹
長

（
６
）
資
料
６　

網
代
一
大
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

其
后
御
壮
健
ニ
テ
御
過
シ
ノ
コ
ト
ト
拝
察
致
シ
マ
ス

一
モ
元
気
デ
軍
務
ニ
精
励
シ
テ
居
リ
マ
ス
故
他
事
乍
ラ

御
安
心
下
サ
イ
此
度
ハ
カ
ラ
ズ
モ
大
命
ヲ
拝
シ
特
別

攻
撃
隊
員
ノ
一
員
ニ
選
バ
レ
マ
シ
タ
身
ノ
光
栄
ト
感
泣

致
シ
居
ル
次
第
デ
ス
二
十
有
余
年
間
慈
ミ
下
サ
レ
シ
御

恩
ノ
万
分
ノ
一
モ
オ
報
シ
出
来
ズ
先
立
ツ
不
幸
幾
重
ニ

モ
オ
詫
ビ
申
上
ゲ
マ
ス

父
上
ノ
方
ニ
モ
御
便
リ
致
シ
マ
シ
タ
健
治
ノ
住
所
忘
レ
マ
シ

タ
故
出
シ
マ
セ
ン
母
上
ノ
方
ヨ
リ
ヨ
ロ
シ
ク
御
知
ラ
セ
下
サ
イ

香
谷
ノ
皆
様
ニ
ヨ
ロ
シ
ク

愈
々
出
撃
デ
ス
必
ズ
必
ズ
大
物
ヲ
轟
沈
致
シ
マ
ス

戰
果
御
待
チ
下
サ
イ
。

デ
ハ
御
先
ニ
征
ッ
テ
待
ッ
テ
居
リ
マ
ス
母
上
ニ
オ
カ
レ
マ
シ
テ

【
２
枚
目
】

モ
呉
々
モ
ゴ
健
康
ニ
御
留
意
ノ
上
御
健
斗
祈
リ

マ
ス
最
后
ニ
辞
世
ト
云
ッ
テ
変
デ
ス
ガ
左
ニ
記
シ
マ
ス

　

大
君
の
御
楯
と
散
っ
て

　
　
　

か
へ
り
見
ぬ

　

大
和
男
子
の
花
ぞ
香
ぐ
は
し

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
八
日　
　
　
　
　
　
　

一
よ
り

母
上
様

（
７
）
資
料
７　

袴
田
治
夫
少
尉
絶
筆

【
１
枚
目
】

絶
筆

度
々
最
後
々
々
ト
書
キ
マ
シ
タ
ガ
今
度
コ
ソ
最
後
デ
ア
リ
マ
ス
。

男
ト
生
レ
愛
機
ト
運
命
ヲ
共
ニ
シ
テ
、
敵
艦
ニ
突
入
出
来
得
ル

コ
ト
ヲ
無
上
ノ
光
榮
ト
致
シ
マ
ス
。
三
年
間
ノ
教
エ
有
難
ウ

御
座
イ
マ
シ
タ
。
治
夫
ガ
特
別
攻
撃
隊
ト
シ
テ
征
ク
コ
ト
ノ
出
来
得
ル

ノ
モ
皆
オ
父
サ
ン
オ
母
サ
ン
ノ
御
陰
デ
ア
リ
マ
ス
。
治
夫
ハ
ニ
ッ
コ
リ

笑
ッ
テ
死
ン
デ
ユ
キ
マ
ス　

天
皇
陛
下
ノ
爲
ニ
、
ア
ノ
憎
イ

米
鬼
ヲ
三
途
ノ
土
産
物
ニ
シ
テ
オ
母
サ
ン
泣
キ
タ
カ
ッ
タ
ラ
、

泣
イ
ッ
テ
下
サ
イ
。
治
夫
ハ
ア
メ
リ
カ
ノ
五
千
人
余
リ
ノ
母
ヲ
泣
カ
セ

【
２
枚
目
】

ル
ノ
デ
ス　

既
ニ
我
ガ
愛
機
ハ
今
日
ノ
体
當
リ
ヲ
シ
ュ
ク
ス
ル
如
ク
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物
ス
ゴ
イ
爆
音
ヲ
立
テ
テ
ヲ
リ
マ
ス
。
モ
ウ
出
発
デ
ア
リ
マ
ス
。

ア
ト
十
分
位
シ
カ
ア
リ
マ
セ
ン
。
デ
ハ
隊
長
殿
ニ
報
告
シ
テ
マ
イ
リ
マ
ス
。

報
告
モ
、
終
エ
マ
シ
タ
。
イ
ヨ
イ
ヨ
愛
機
ニ
搭
乗
デ
ア
リ
マ
ス
。

今
翼
ノ
上
デ
走
リ
書
キ
ヲ
シ
テ
ヲ
リ
マ
ス
。
ス
デ
ニ
、
戰
友
ハ
飛
行

機
ニ
乗
ッ
テ
ヲ
ル
。
デ
ハ
自
分
モ
搭
乗
シ
マ
ス
。
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。

オ
母
サ
ン
、
オ
父
サ
ン
、
ト
コ
シ
エ
ニ
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
夫
●

天
皇
陛
下
萬
歳　
　
　
　
　
　
　

懷
シ
キ
我
子
愛
機
ノ
翼
ノ
上
デ

【
１
枚
目
裏
】

鹿
児
島
県
川
辺
郡
知
覧
町
霜
出

　
　
　

辻
静
子
様

右
ノ
家
ニ
知
覧
在
隊
中
色
々
ト
御
厄
介
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
カ
ラ

御
礼
状
ヲ
出
シ
テ
下
サ
レ
度

右
宅
ニ
自
分
ノ
寫
眞
ヲ
一
枚
是
非
送
ラ
レ
タ
シ　

治
夫

【
２
枚
目
裏
】

陸
軍
特
別
攻
撃
隊

　
　

第
五
降
魔
隊
（
白
虎
隊
）

　
　
　

袴
田
伍
長

（
８
）
資
料
８　

水
川
豊
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

只
今
よ
り
出
發
致
し
ま
す　

二
十
年
の
永
い
間
色
々
と

心
配
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
厚
く
恩
禮
申
上
ま
す
。
今
の

今
迄
一
度
と
安
心
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
度

こ
そ
は
そ
れ
に
報
ひ
を
致
す
覚
悟
で
す
。

今
初
め
て
男
と
生
れ
た
最
大
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
喜
ん

で
下
さ
い
。
出
撃
の
暁
は
必
殺
轟
沈
以
て
醜
敵
を
滅
し

て
皇
基
を
守
り
ま
す
。
そ
し
て
孝
行
を
致
し
ま
す
。

嗚
呼
何
と
い
ふ
今
日
は
良
い
日
だ
ろ
う
。
戰
果
が
待
た

れ
る
。

　

若
櫻

　
　

散
る
と
誓
ひ
し
我
が
身
な
り

　
　
　
　
　

育
て
し
親
の
今
日
ぞ
尊
し

【
２
枚
目
】

豊
が
死
ん
だ
後
も
楽
し
て
御
暮
し
下
さ
い

同
封
の
金
は
所
持
金
で
必
要
な
き
た
め
送
り
ま
し
た
。
適
時
間
に

有
益
に
御
使
用
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
様
奈
良

　
　
　
　
　
　
　
　

小
月
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
よ
り

御
両
親
様
へ

五
月
十
日

（
９
）
資
料
９　

藤
田
文
六
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

　
　
　

お
母
さ
ま

五
月
二
十
五
日

元
気
溌
剌
と
し
て
憎
き
米
英
空
母
戦
艦
必
ず
〴
〵

轟
沈
致
し
に
出
撃
致
し
ま
す
。

心
は
正
し
く
清
く
朗
ら
か
で
有
り
ま
す
。
に
っ
こ
り
と

笑
っ
て
敵
艦
に
体
当
り
致
し
ま
す
。

お
母
さ
ま
文
六
の
今
迠
の
不
孝
お
許
し
下
さ
い
。

お
母
さ
ま
の
永
々
の
御
健
康
と
幸
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。
長
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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南
海
に
敵
艦
求
め
て
直
し
ぐ
ら

�

　
　
　

出
撃
前
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
六
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ま
へ

（
10
）
資
料
10　

服
部
武
雄
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

　

御
両
親
様
御
元
気
で
す
か
。
武
雄
も
元
気
旺
盛
明
朝

は
出
撃
せ
ん
と
待
機
し
て
居
り
ま
す
。

度
々
の
度
り
、
重
複
す
る
様
な
事
が
何
度
も
あ
る
と
思

ひ
ま
す
が
、
最
後
々
々
と
思
っ
た
日
が
、
今
日
迄
續
い
た

の
で
す
。
愈
々
明
日
は
總
攻
撃
で
す
。

今
と
な
り
て
何
も
言
ふ
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

唯
御
両
親
様
の
健
康
を
祈
っ
て
居
る
の
み
で
あ
り
ま

す
。

知
覧
に
て
名
古
屋
か
ら
歸
っ
た
人
の
話
を
聞
い
た
の

で
す
が
、
熱
田
神
宮
名
古
屋
城
天
守
閣
は
焼
け
て
し
ま

【
２
枚
目
】

っ
た
と
の
事
さ
ぞ
か
し
我
家
も
焼
け
て
し
ま
っ
た
事
で

せ
う
。
此
の
仇
は
此
の
武
雄
が
討
っ
て
見
せ
ま
す
。

私
の
遺
品
は
有
松
の
叔
母
様
の
家
に
送
り
ま
す
。

使
へ
る
物
が
有
っ
た
ら
使
っ
て
下
さ
い
。

兄
さ
ん
達
に
も
よ
ろ
し
く
お
傳
へ
下
さ
い
。

姉
さ
ん
後
の
事
は
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

知
覧
に
て
正
木
町
の
中
川
鉄
工
所
（
本
町
通
り
本
屋
裏
）
の
中
川

少
尉
殿
に
会
ひ
ま
し
て
此
の
手
紙
を
あ
つ
ら
へ
た
次

第
で
す
。
中
川
鉄
工
所
は
自
分
の
小
学
校
時
代
の

同
級
生
が
居
り
ま
す
。

守
も
強
く
育
て
ヽ
下
さ
い
。
國
男
君
は
も
う
入
營
さ
れ

【
３
枚
目
】

た
で
せ
う
か
。
林
成
雄
君
に
も
よ
ろ
し
く
傳
へ
て
下
さ

い
。

貞
二
、
光
男
大
き
く
な
り
立
派
な
軍
人
に
な
っ
て
く
れ

よ
、
空
襲
な
ど
、
な
に
く
そ
と
は
ね
飛
ば
し
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

親
類
の
家
に
ま
だ
便
が
だ
し
て
な
い
故　

家
よ
り
よ
ろ

し
く
傳
へ
て
下
さ
い
。

御
両
親
様
一
同
も
元
気
で
暮
さ
れ
ま
す
様
に
、
健
康
を

祈
っ
て
居
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

さ
よ
う
な
ら

　
　

五
月
二
十
三
日

（
11
）
資
料
11　

美
野
輝
雄
少
尉

【
１
枚
目
】

父
上
様　

母
上
様

　

日
々
お
元
氣
の
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。

　

武
運
に
め
ぐ
ま
れ　

第
八
次
總
攻
撃

　

二
十
五
日
の
朝
、
沖
縄
の
艦
船
に
な
ぐ

　

り
こ
み
を
実
施
し
ま
す
。

　

勿
論　

人
生
は
こ
れ
迠
で
せ
う

　

何
卒
御
両
親
に
於
い
て
も
元
氣

　

に
て
日
々
お
励
み
下
さ
れ

　

勝
利
の
日
ま
で

　

勉
の
こ
と
は
く
れ
〴
〵
も
た
の
み
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ま
す

　

必
で
一
文
字
体
当
り
敵
艦
を

　

轟
沈
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輝
雄

　

五
月
二
十
五
日
午
前
二
時

　
　
　
　

出
撃
ハ
後
時
間
の
問
題

　

御
両
親
様

（
12
）
資
料
12　

太
田
巌
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

父
上
母
上
様　

世
ニ
生
ヲ
受
ケ
テ
十
九
有
年

御
愛
育
ノ
限
リ
ナ
キ
ヲ
深
謝
致
シ
マ
ス

コ
ノ
度
ノ
光
榮
極
リ
ナ
キ
大
任
ハ
必
ズ
完
遂
致
シ

マ
ス　

敵
擊
滅
ヲ
期
シ
御
恩
ノ
万
分
ノ
一
ニ
モ
答

ヘ
ン
ト
思
マ
ス　

唯
何
一
ツ
孝
養
ヲ
盡
ス
事
出
来

マ
セ
ン
デ
シ
タ
ノ
ガ
實
ニ
残
念
デ
ス　

然
シ
コ
ノ
私
ノ

征
途
ハ
オ
喜
ビ
下
サ
イ
。
本
ヨ
リ
私
ハ
陛
下
ノ

赤
子
還
ラ
ヌ
ト
モ
絶
対
私
情
ニ
依
リ
悲
シ
ム
ガ

如
キ
ナ
キ
様　

航
空
武
人
ハ
一
度
大
空
ヲ
翔

破
致
シ
マ
ス
レ
バ
散
ル
ハ
當
然
ノ
事
寧
ロ
コ
ノ
任
務

ヲ
褒
メ
テ
ヤ
ッ
テ
下
サ
イ
。
神
州
ハ
必
勝
デ
ス

孝
養
ヲ
盡
ス
事
能
ハ
ズ
オ
先
ニ
失
礼
致
シ
マ
ス
ル
ノ
ガ

オ
詫
デ
ア
リ
マ
ス　

間
野
中
尉
殿
ヨ
リ
死
ヌ
時
ハ

笑
ッ
テ
死
セ
ト
教
ヘ
ラ
レ
マ
シ
タ
巌
ハ
莞
爾
ト
笑
ッ
テ

散
リ
マ
ス
。
兄
弟
姉
妹
ノ
事
ハ
宜
シ
ク
申
上
マ
ス

折
角
御
自
愛
専
一
ニ
御
長
壽
ヲ
全
ウ
下
サ
レ
度

出
撃
時
刻
デ
ス
征
キ
マ
ス
。
オ
達
者
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ヨ
ナ
ラ　

【
２
枚
目
】

兄
上
様　

姉
上
様　

長
イ
間
色
々
ト
有
難
ウ

御
座
居
マ
シ
タ　

今
迄
ノ
御
恩
ハ
必
沈
ヲ
期
シ

報
イ
マ
ス
。
ド
ウ
ゾ　

弟
妹
ヲ
大
事
ニ
父
上
母
上
ヲ

助
ケ
テ
下
サ
イ
。

そ
の
子
、
光
江　

智　

澄
子
へ
。

良
ク
兄
サ
ン
ト
仲
良
ク
遊
ン
ダ
ネ
。
そ
の
子
モ

生
産
方
面
ニ
活
躍
ノ
事
一
生
懸
命
頑
張
リ
給
ヘ
、

光
江
、
智
ハ
良
ク
オ
父
サ
ン
オ
母
サ
ン
ノ
教
ヲ

守
リ
一
生
懸
命
勉
強
シ
立
派
ナ
少
國
民
ニ
ナ
リ

ナ
サ
イ　

兄
サ
ン
ハ
皆
ノ
偉
ラ
ク
ナ
ル
ノ
ヲ
待
ッ
テ
居
ル
ヨ
。

澄
子
ノ
顔
ヲ
兄
サ
ン
ハ
良
ク
知
ラ
ナ
イ
ガ
澄
子
モ
大
キ
ク
ナ
ッ
タ

ナ
ラ
バ
立
派
ナ
日
本
婦
道
ノ
道
ヲ
踏
ミ
ナ
サ
イ

兄
サ
ン
ガ
居
ナ
イ
ト
テ
絶
対
、
悲
シ
ン
デ
ハ
ナ
リ
マ
セ
ン

兄
サ
ン
ハ
何
時
モ
皆
ノ
處
ニ
居
ル
ヨ
。

景
三
へ
、

オ
前
ハ
良
ク
兄
ト
力
ヲ
協
セ
タ
ナ　

オ
前
ハ
實
ニ
可
愛
ク

兄
ハ
信
ジ
テ
居
ル　

必
ズ
君
ガ
立
派
ナ
軍
人
ト
ナ
リ
皇
國
ニ

盡
ス
事
ヲ
兄
ハ
一
足
オ
先
ニ
失
礼
ス
ル
ガ
御
両
親
様

ヲ
良
ク
助
ケ
兄
弟
姉
妹
ト
協
力
シ
奮
斗
サ
レ
度
シ

靖
國
デ
又
合
ハ
ウ　

元
氣
デ
勉
学
ニ
精
出
セ
。

【
３
枚
目
】

石
井
、
坂
田
先
生
ニ
宜
敷
シ
ク

大
庭
由
三
様
一
家　

初
江
様
ニ　

宜
敷
シ
ク

後
藤
兼
作
様
ニ
宜
敷
シ
ク

親
類
各
位　

近
所
ノ
人
達
ニ
宜
敷
シ
ク
。

100



－　　（14）－

知覧特攻平和会館紀要　第１号

村
長
様
、
友
治
殿
、
岩
井
章
殿
ニ
宜
敷
シ
ク

出
撃
直
前
デ
ア
リ
マ
ス
故
充
分
書
ク
事
出
来
マ

セ
ン　

許
シ
テ
下
サ
イ
。

轟
沈

只
今
ヨ
リ
征
キ
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巌

父
上
母
上　

様

　
　
　

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
六
日

　
　
　

（
13
）
資
料
13　

宮
井
政
信
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

之
が
最
後
の
便
り
で
す

五
月
十
八
日
愈
々
沖
縄
作
戰
に
参
加
す
べ
く
前
進
命
令
を
受
け

中
国
の
〇
〇
基
地
に
出
發
致
し
ま
し
た　

此
の
日
若
干
天
候
曇
り

勝
な
り
午
前
十
一
時
飛
行
場
に
整
列
軍
官
民
多
数
の
見

送
り
を
受
け
女
子
青
年
団
よ
り
血
染
の
鉢
巻
を
戴
き
、
女
学

生
よ
り
花
束
を
受
け
婦
人
會
よ
り
人
形
を
受
け
十
三
時

三
十
分
勇
躍
松
戸
基
地
に
と
出
發
、
堂
々
と
猛
鷲
は
最
後
の

別
れ
の
翼
を
振
り
つ
つ
新
基
地
に
向
っ
て
航
進
始
め
ま
し
た

十
六
時
半
頃　

全
機
無
事
基
地
に
到
着
せ
り

途
中
大
阪
の
柏
原
の
上
空
を
飛
ぶ
時
懷
か
し
く
翼
を
振

り
て
前
進
せ
り

点
々
と
緑
の
小
島
の
浮
ぶ
瀬
戸
内
海
景
色
を
眺
め
つ
つ
隊
員

一
同
出
撃
を
日
を
待
機
せ
り

【
２
枚
目
】

宿
舎
は
營
外
に
て
山
の
中
の
温
泉
旅
館
な
り

滞
在
間
神
戸
製
鋼
等
に
慰
問
を
受
け
た
し　

小
学
生
の

慰
問
を
受
け
た
り
し
て
或
は
「
ピ
ン
ポ
ン
」
玉
突
等
に
て

愉
快
に
過
し
て
居
り
ま
し
た

五
月
廿
五
日
愈
々
最
後
の
出
撃
の
前
進
命
令
を
受
け
九
州

の
最
南
端
〇
〇
基
地
に
前
進
ス　

さ
す
が
内
地
の
南
の
端

の
故
か
暑
い
。
宿
舎
廠
内
な
れ
ど
山
の
仲
に
て
こ
ん
も
り
と

繁
っ
た
檜
林
の
仲
に
て
兵
舎
は
三
角
兵
舎
な
り

蝉
の
鳴
声
賑
や
は
し
く
、
眞
夏
の
気
分
が
出
ま
す

兵
舎
の
仲
は
穴
倉
の
樣
で
す
。
来
て
見
れ
ば
特
攻
機
は
、

瀆
々
と
し
て
待
機
し
て
居
り
ま
す　

御
安
心
下
さ
い

今
朝
（
25
日
）
も
第
七
次
總
攻
撃
が
開
始
さ
れ
堂
々
と
沖
縄
に

向
っ
て
進
發
し
て
行
き
ま
す
。

【
３
枚
目
】

新
聞
等
に
も
出
て
居
る
如
く
他
の
隊
員
も
自
信
満
々
と

し
て
居
り
ま
す　

之
が
今
日
と
解
ら
ぬ
命
の
若
者
の
気
持

か
と
不
思
義
に
思
は
れ
ま
す

毎
日
沖
縄
の
決
戦
場
に
向
っ
て
特
攻
機
は
次
か
ら
〳
〵
と

攻
撃
に
向
っ
て
居
り
ま
す

愈
々
私
達
の
攻
撃
命
令
も
今
日
か
明
日
（
廿
六
～
廿
七
日
）
か
に
迫
っ
て

居
り
ま
す　

義
烈
空
挺
隊
強
行
着
陸
す
る
も
未
だ
〳
〵

沖
縄
の
決
戦
緊
迫
と
告
げ
て
居
り
ま
す

満
心
た
る
に
し
か
ず
我
々
の
双
肩
實
に
重
大
な
り

必
ず
成
功
し
て
見
せ
ま
す　

御
待
ち
し
て
下
さ
い

今
晩
も
特
攻
機
は
月
明
の
仲
を
出
撃
し
て
行
き
ま
す

で
は
之
に
て
筆
を
置
き
ま
す

　

五
月
廿
六
日
二
十
二
時
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
信

　

母
上
様

99



－　　（15）－

文化財指定された特攻戦没者の手記

（
14
）
資
料
14　

大
岩
泰
雄
大
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

明
朝
出
撃
ノ
予
定

今
更
ニ
父
上
母
上
ノ
御
恩
ニ
深
ク
感
謝
シ
今　

我
ニ
年
ナ
ル
カ
ナ
悠
久
ノ
大
義
ニ
生
キ
ン
ト
ス

操
縦
尚
浅
キ
我
等
ニ
シ
テ
第
一
線
精
鋭

機
ヲ
以
テ
出
撃
シ
得
ル
ハ
身
ニ
余
ル
光
栄

ニ
シ
テ
潔
ク
敵
撃
滅
ノ
信
念
ニ
燃
エ
七
生

報
國
必
ズ
ヤ
神
州
ヲ
護
ラ
ン

御
送
リ
セ
シ
物
ス
ベ
テ　

父
上
ニ
テ
如
何
様
ニ
モ
取

【
２
枚
目
】

計
ヒ
下
サ
レ
ヽ
バ
幸
甚
ナ
リ
。

東
京
ノ
伯
父
様
、
近
江
ノ
叔
母
様
ハ
ジ
メ
皆

様
ニ
宜
敷
ク
御
傳
へ
下
サ
イ
。

一
同
ノ
中
ニ
ハ
鷲
尾
ハ
ジ
メ
奮
キ
戦
友
夛

ク
皆
元
氣
旺
盛
必
勝
ノ
信
念
ニ
燃
エ
テ

居
リ
マ
ス

人
生
二
十
三
年
其
間
色
々
ナ
人
々
ニ
愛
サ

レ
又
愛
シ
来
リ
タ
ル
面
白
キ
過
程
ナ
リ

【
３
枚
目
】

簡
単
ナ
ガ
ラ
之
ニ
テ

ク
レ
グ
レ
モ
御
健
康
ヲ
祈
リ
マ
ス

す
め
ら
み
の

　
　
　

た
ま
も
る
国
の

　
　
　
　
　
　

人
は
し
ら

　
　

父
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泰
雄

　
　

母
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
15
）
資
料
15　

深
田
末
義
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

戰
局
益
々
重
大
な
り　

我
れ
祖
国
日
本
の
爲
選
ば
れ
て
第
二
一
四
振

武
隊
と
し
て
沖
縄
決
戰
場
へ
突
擊
せ
ん
と
す　

必
中
轟
沈
を
期
す

我
死
す
と
難
も
悠
久
の
大
義
に
生
き
ん

此
の
便
り
を
見
ら
る
ヽ
時
は
我
既
に
体
當
を
敢
行
し
終
れ
り
沖
縄
に

憎
敵
米
艦
ん
と
米
兵
を
海
底
の
藻
屑
に
葬
ら
ん

我
れ
を
見
ん
と
慾
す
れ
ば
南
海
に
煌
め
く
明
星
を
見
よ
誓
っ
て

祖
国
日
本
を
護
ら
ん

父
母
様
姉
様
に
は
小
生
の
気
持
を
察
せ
ら
れ
絶
対
に
取
乱
す
と
云
ふ
事

の
な
い
様
に
お
願
ひ
致
し
ま
す　

い
づ
れ
公
報
が
あ
る
事
と
思
ひ
ま
す
か
ら

御
承
知
の
程
そ
れ
ま
で
は
心
に
だ
け
思
っ
て
居
て
下
さ
い　

其
の
内
に
小
生
出

擊
の
寫
眞
及
遺
書
が
送
っ
て
く
る
筈
張
切
っ
た
姿
を
見
て
下
さ
い　

義
助

兄
さ
ん
も
ほ
め
て
く
れ
る
事
と
思
ひ
ま
す

此
の
便
り
も
機
付
に
頼
み
ま
す

父
母
様
、
姉
様
の
健
康
を
祈
り
ま
す

明
日
出
撃
の
特
攻
勇
士
は
と
て
も
朗
ら
か
な
り　

レ
コ
ー
ド
を
掛
け
た
り

【
２
枚
目
】

唄
を
歌
っ
た
り
し
て
居
り
ま
す

明
日
は
愈
々
晴
れ
の
出
撃
な
り　

之
に
て
ペ
ン
を
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
二
日　

出
発
前
夜
に　
　
　
　

末
義
拜

父
母
様
姉
様

追
伸

児
玉
、
近
所
の
人
に
宜
敷
く
伝
へ
て
下
さ
い

い
づ
れ
四
日
か
五
日
の
新
聞
に
明
日
の
戰
果
及
戰
況
が
出
る
筈
、
六
月
三
日
午
前
十
時
出
発
（
離
陸
）

凡
そ
午
後
一
時
頃
突
入
す
る
予
定
（
沖
縄
嘉
手
納
湾
）
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－　　（16）－

知覧特攻平和会館紀要　第１号

貯
金
帳
と
金
を
送
っ
た
筈
受
取
っ
て
下
さ
い

茲
一
月
か
二
月
位
の
内
に
航
空
軍
司
令
官
中
将
よ
り
訓
示
を
受
け
て
居
る
所
が
日
本
ニ
ュ
ー
ス

に
出
る
筈
亦
出
撃
の
時
の
状
況
も
出
る
か
ら
気
を
付
け
て
見
て
も
し
小
生
を
見
付
け
た
ら

そ
の
事
を
云
っ
た
ら
寫
眞
を
く
れ
る
筈
、
約
五
十
人
く
ら
い
並
ん
で
居
る
第
二
列
の
中
央
位
に

居
る
筈

（
16
）
資
料
16　

生
駒
寛
彦
大
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

父
上
様

母
上
様

出
撃
命
令
下
り
寛
彦
ハ　

い
よ
〳
〵
明
日
征
き
ま
す

世
界
無
比
の
皇
国
に
生
を
享
け　

日
本
一
の

御
両
親
様
を
持
つ
寛
彦
ハ　

正
幸
兄
の
志
を
つ
い
で

大
空
で
御
奉
公
出
来
た
事
に
無
限
の
喜
び
を
抱
き

明
日
の
轟
沈
行
に
臨
み
ま
す　

父
上
の
御
訓
を

体
し
お
母
様
の
お
言
葉
の
や
う
に
必
ず
任
務
完
遂

の
覚
悟
で
あ
り
ま
す　

今
更　

言
な
し　

寛
彦
敢
行

の
報
至
れ
バ　

必
ず
国
旗
を
立
て
ヽ
祝
っ
て
下
さ
い

遺
品
の
処
分
ハ
御
両
親
様
の
お
よ
ろ
し
い
よ
う
に
唯

後
に
続
く
者
を
お
願
し
ま
す

御
両
親
様
充
分
御
自
愛
あ
り
て　

天
寿
を
全
う
し
て

下
さ
い　

雅
俊
君　

道
生
君　

立
派
な
軍
人
と
な
り

お
父
様
の
志
を
つ
い
で
下
さ
い

正
位
兄
さ
ん　

会
わ
ず
に
残
念
で
し
た　

醜
敵
必
ず

撃
滅
し
ま
す　

す
が
子
姉
さ
ん　

た
つ
ゑ
姉
さ
ん　

文
子
姉
さ
ん　

私
に
代
っ
て　

御
両
親
様
の
お
世
話
願
ひ

ま
す　

皆
様
お
元
気
で

で
ハ　

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
撃
前
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
彦

（
17
）
資
料
17　

中
嶋
璋
夫
少
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

前
略

今
般
大
命
ヲ
拝
シ
任
務
ニ
赴
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
タ
リ
暑

中
ニ
熱
氣
ヲ
思
ヒ
寒
中
ニ
身
ノ
安
危
ヲ
ト
陰
ニ
陽
ニ

氣
ヲ
ツ
カ
ハ
レ
シ
父
母
上
様
ニ
何
等
未
ダ
以
テ
ナ
ス
コ
ト
ナ

ク
餘
生
ヲ
送
リ
シ
事
不
肖
璋
夫
帝
國
ノ
操
縦
者
ト

シ
テ
特
ニ
軍
人
ト
シ
恥
入
ル
次
第
ナ
リ　

サ
レ
ゾ
選
バ
レ
テ

国
家
存
亡
ノ
境
ニ
立
チ
厥
然
基
地
ヲ
离
レ
雄
躍
任
ニ

向
ヒ
業
ナ
ラ
ズ
ン
バ
死
ス
ト
モ
歸
ラ
ヌ
ノ
一
念
ノ
下
斃
レ
テ
後

尚
止
マ
ザ
ル
ノ
意
ヲ
体
シ
敵
米
英
艦
撃
滅
ニ
邁
進

ス
ル
事
ヲ
得
マ
シ
タ
事
ハ
璋
夫
ガ
幼
少
ノ
頃
ヨ
リ
戯
レ
ニ

踊
リ
狂
ウ
テ
居
リ
シ
頃
ヨ
リ
宿
望
セ
シ
所
ナ
リ

今
ニ
シ
テ
斯
様
ノ
任
果
サ
バ
今
迠
何
等
成
事
ナ
ク
不

忠
不
孝
と
重
重
も
、
多
少
ナ
リ
ト
報
恩
ナ
ル
ヲ
思
ヒ

一
死
以
テ
任
務
ニ
為
サ
ン
ト
決
心
致
シ
居
ル
モ
ノ
ナ
リ
併
ナ
ガ
ラ

戰
局
ヲ
直
視
ス
ル
ニ
此
度
ノ
鴻
業
輕
シ
ト
セ
ズ
生
キ
テ
再
ビ

父
母
ニ
會
フ
氣
寸
毛
ナ
シ
璋
夫
命
長
ラ
ク
バ
大
東
亜

戰
争
長
ビ
キ
命
櫻
花
蘭
満
タ
ル
四
月
ノ
宵
散
行
ク

如
ク
散
ラ
バ
何
ゾ
米
英
遺
滅
意
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ト
勇
躍

神
佛
ニ
念
ジ
任
務
達
成
セ
バ
在
世
ノ
不
孝
ヲ
多
少
ナ
リ

ト
許
シ
下
サ
レ
度
聊
カ
親
孝
行
ノ
眞
似
事
ニ
カ
ヘ
璋
夫

本
望
ト
ス
ル
所
ナ
リ　

大
東
亜
戰
争
ノ
完
勝
モ
早
目
前

ニ
迫
リ
ヌ　

父
上
母
上
様
ニ
ハ
体
ニ
充
分
注
意
ナ
ラ
レ
テ
益
々
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－　　（17）－

文化財指定された特攻戦没者の手記

銃
后
ノ
務
ニ
精
進
サ
レ
ル
様
又
妹
ヨ
兄
ニ
代
リ
テ
年
老
イ�

征
ク
両
親
ニ
益
々
孝
養
サ
レ
ン
事
ヲ
洋
上
遠
隔
ノ
地
ヨ

リ
祈
ル
ノ
ミ

　

大
命
ヲ
拜
シ
任
務
ニ
赴
ク
前
夜
一
筆
父
母
ニ
記
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
劒
隊

父
上　

様

母
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

璋
夫
ヨ
リ

（
18
）
資
料
18　

和
田
照
次
大
尉
遺
書

【
１
枚
目
】

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

お
元
気
で
す
か
。

今
日
私
は
特
別
攻
撃
隊
員
と
し
て
出
撃
致

し
ま
す
。

こ
ゝ
知
覧
は
昨
年
八
月
よ
り
十
一
月
ま
で
居
っ
た
所
丈

に
一
木
一
草
み
な
懐
か
し
く
思
は
れ
ま
す
。

隊
員
を
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
無
事
任
務
を

完
遂
出
来
る
事
の
み
を
念
じ
て
居
り
ま
し
た
。

出
撃
の
時
は
来
ま
し
た
。
今
は
只
管
神
明
の
加
護
を
念

じ
て
居
り
ま
す
。

酔
生
夢
生
の
人
生
、
無
為
の
人
生
、
と
い
っ
た
人
生
の
多

い
内
に
敵
艦
必
沈
と
言
ふ
大
き
な
究
極
の
目
的
を
以

て
閉
ず
る
私
の
人
生
は
神
々
に
祝
福
さ
れ
た
も
の
と

【
２
枚
目
】

思
ひ
ま
す
。

小
さ
い
時
か
ら
肉
親
兄
妹
の
溢
れ
る
ば
か
り
の
愛
情
の
内

に
育
く
ま
れ
た
私
は
本
当
に
幸
福
で
あ
り
ま
し
た
。

私
の
希
望
、
或
は
我
儘
を
み
な
き
ゝ
届
け
て
下
さ
っ
た

私
の
人
生
は
誰
よ
り
も
幸
福
で
あ
り
充
実
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。
そ
れ
に
引
換　

私
が
子
と
し
て
御
両
親
に
何
等
報

ゆ
る
処
な
く
し
て
征
く
を
非
常
に
遺
憾
と
致
し
ま
す

昨
年
の
七
月
以
降
遂
に
お
目
に
か
ゝ
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
然
し
あ
の
時　

夏
の
清
々
し
い
夕
べ　

明
る
い
燈
の

下
で
皆
様
と
楽
し
く
お
話
し
た
時
の
事
は
い
つ
も
忘
れ
ま

せ
ん
で
し
た

私
が
居
な
く
な
っ
て
も
み
ん
な
元
気
で
お
父
さ
ん
は
外
で

お
働
き
に
な
る�

お
母
さ
ん
は
内
の
仕
事
を
お
や
り
に
な
る

け
さ
江
や
ふ
き
江
と
も
え
は
す
こ
や
か
に
大
き
く
な
っ
て

【
３
枚
目
】

幸
福
な
家
庭
を
持
つ
様
に
な
る

そ
し
て
皆
が
明
る
く　

楽
し
く　

扶
け
あ
っ
て
美
し
い
生
活

を
営
む　

私
は
そ
れ
を
希
い　

そ
れ
を
祈
っ
て
居
り
ま
す

出
撃
前
で　

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

私
の
心
は　

如
何
に
し
て
も　

こ
の
大
業
を
完
遂
す
る
事
と

み
な
様
の　

御
元
気
で
あ
る
を
願
ふ
事
で
す

　

で
は　

御
機
嫌
よ
う　
　
　
　
　
　
　
　

さ
よ
う
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
次

　

皆
様
へ

　
　

六
月
六
日
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－　　（18）－

知覧特攻平和会館紀要　第１号

写
真
１　

資
料
１
山
田
勇
大
尉
日
記
」
①

写
真
２　

資
料
１
山
田
勇
大
尉
日
記
②

写
真
３　

資
料
１
山
田
勇
大
尉
日
記
③

95

Ⓒ Chiran Peace Museum

Ⓒ Chiran Peace Museum

Ⓒ Chiran Peace Museum

Ⓒ Chiran Peace Museum

Ⓒ Chiran Peace Museum

Ⓒ Chiran Peace Museum
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文化財指定された特攻戦没者の手記

写
真
４　

資
料
２
穴
澤
利
夫
大
尉
手
紙
①
（
１
枚
目
・
２
枚
目
）

写
真
５　

資
料
２
穴
澤
利
夫
大
尉
手
紙
②
（
３
枚
目
・
４
枚
目
）
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写
真
６　

資
料
３
中
上
敬
一
少
尉
遺
書
①
（
１
枚
目
）

写
真
９　

資
料
３
中
上
敬
一
少
尉
遺
書
④
（
４
枚
目
）

写
真
８　

資
料
３
中
上
敬
一
少
尉
遺
書
③
（
３
枚
目
）

写
真
７　

資
料
３
中
上
敬
一
少
尉
遺
書
②
（
２
枚
目
）
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文化財指定された特攻戦没者の手記

写
真
11　

資
料
４
松
原
徳
雄
少
尉
遺
筆
②
（
裏
面
）

写
真
10　

資
料
４
松
原
徳
雄
少
尉
遺
筆
①
（
表
面
）
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写
真
12　

資
料
５
上
成
義
徳
少
尉
遺
詠

写
真
13　

資
料
６
網
代
一
大
尉
遺
書
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写
真
14　

資
料
７
袴
田
治
夫
少
尉
絶
筆

写
真
15　

資
料
８
水
川
豊
少
尉
絶
筆
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写
真
16　

資
料
９
藤
田
文
六
少
尉
遺
書
①
（
表
面
）

写
真
17　

資
料
９

�

藤
田
文
六
少
尉
遺
書
②
（
裏
面
）
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写
真
18　

資
料
10
服
部
武
雄
少
尉
遺
書

写
真
19　

資
料
11
美
野
輝
雄
少
尉
絶
筆
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写
真
20　

資
料
12
太
田
巌
軍
曹
絶
筆

写
真
21　

資
料
13
宮
井
政
信
少
尉
遺
書
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写
真
22　

資
料
14
大
岩
泰
雄
大
尉
遺
書

写
真
23　

資
料
15
深
田
末
義
少
尉
遺
書
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写
真
24　

資
料
16
生
駒
寛
彦
大
尉
遺
書

写
真
25　

資
料
17
中
嶋
璋
夫
少
尉
遺
書
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４
．
今
後
の
課
題

（
１
）�

指
定
物
件
の
再
検
討

　

水
川
豊
少
尉
遺
書
は
、
特
攻
戦
死
す
る
前
日
で
あ
る
五
月
十
日
の
日
付
が
あ

る
こ
と
か
ら
出
撃
直
前
で
は
あ
る
も
の
の
、「
小
月
に
て
」
と
い
う
記
載
か
ら
、

山
口
県
に
あ
っ
た
小
月
飛
行
場
で
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
上
成
義
徳
少
尉

遺
筆
は
、「
出
撃
前
夜
」
と
い
う
文
言
以
外
に
記
載
時
の
状
況
が
不
詳
で
あ
り
、

知
覧
に
お
け
る
出
撃
前
夜
で
は
な
く
別
な
飛
行
場
か
ら
知
覧
飛
行
場
へ
進
出
す

る
際
の
前
夜
で
あ
っ
た
可
能
性
も
な
い
こ
と
は
な
い
。

（
２
）
追
加
指
定
の
候
補
資
料

　

本
稿
で
紹
介
し
た
指
定
資
料
以
外
の
手
記
を
、
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
。
石

倉
三
郎
大
尉
（
昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日
戦
死
）
の
遺
書
に
は
、
四
月
十
三
日

の
日
付
が
あ
り
、「
御
恩
の
万
分
の
一
を
も
孝
養
出
来
ず
死
に
赴
く
は
誠
に
残

念
で
す
が
お
許
し
下
さ
い
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
荒
川
宜
治
大
尉
（
昭
和

二
十
年
五
月
二
十
五
日
戦
死
）
の
遺
書
に
は
、五
月
二
十
一
日
の
日
付
が
あ
り
、

「
今
ノ
心
境
ハ
、
今
迄
ニ
シ
タ
試
験
勉
強
ノ
努
力
ヲ
入
学
試
験
ニ
行
ッ
テ
受
ケ

ル
ヤ
ウ
ナ
気
持
デ
ス
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
樺
山
資
彦
大
尉
（
昭
和
二
十
年

五
月
二
十
五
日
戦
死
）
の
葉
書
に
は
、「
鹿
児
島
知
覧
」「
明
日
は
愈
々
晴
の
出

撃
で
す
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
佐
々
木
暹
少
尉
（
昭
和
二
十
年
六
月
三
日
戦

死
）
の
絶
筆
に
は
、「
今
日
出
撃
い
た
し
ま
す
」「
六
月
二
日
の
十
三
時
頃
突
込

み
ま
す
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
鈴
木
邦
彦
大
尉
（
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
八

日
戦
死
）
の
遺
書
に
は
、「
愈
々
征
き
ま
す
」
の
記
載
が
あ
る
。

　

一
方
、三
村
龍
弘
少
尉
（
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
戦
死
）
の
遺
書
は
、「
い

よ
い
よ
出
撃
致
し
ま
す
」
と
い
う
記
載
が
あ
っ
て
も
四
月
二
十
一
日
の
日
付
が

付
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
新
平
少
尉
（
昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日
戦
死
）
の
日
記

の
四
月
四
日
の
項
に
は
、「
愈
々
明
日
出
發
」「
御
両
親
様
、
日
記
を
今
日
で
終

わ
り
ま
す
」、
五
日
朝
の
項
に
は
「
出
陣
ノ
朝
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
最
後

写
真
26　

資
料
18
和
田
照
次
大
尉
遺
書
①
（
１
枚
目
～
３
枚
目
）
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の
出
撃
の
日
ま
で
の
記
録
を
、
個
別
に
検
証
し
て
い
け
ば
、
ど
の
段
階
で
ど
の

場
所
で
記
さ
れ
た
の
か
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
若
松
藤
夫
少
尉
（
昭
和
二
十

年
六
月
三
日
）
の
絶
筆
に
は
「
最
期
の
又
最
初
の
孝
行
に
笑
っ
て
征
き
ま
す
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
記
さ
れ
た
時
期
が
詳
ら
か
で
な
い
手
記
で
も
、
出
撃
を

前
に
し
て
記
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

（
３
）
紙
と
筆
記
具
の
種
類

　

紙
の
種
類
は
、
便
箋
・
白
紙
・
原
稿
用
紙
な
ど
が
あ
り
、
筆
記
具
に
は
イ
ン

ク
（
万
年
筆
ま
た
は
付
け
ペ
ン
）、
鉛
筆
、
色
鉛
筆
が
あ
る
（
表
４
）。
出
撃
を

目
前
に
し
た
特
攻
隊
員
の
、
身
の
回
り
に
ど
の
よ
う
な
紙
と
筆
記
具
が
あ
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
原
稿
用
紙
を
用
い
た
藤
田
少

尉
と
服
部
少
尉
は
、
所
属
部
隊
は
異
な
る
が
、
少
年
飛
行
兵
第
十
四
期
と
同
期

出
身
で
、
同
じ
日
に
特
攻
戦
死
し
て
い
る
。
出
撃
命
令
を
受
け
た
後
に
、
彼
ら

が
計
ら
っ
て
三
角
兵
舎
内
で
最
後
の
手
紙
・
遺
書
を
認
め
た
よ
う
な
光
景
が
浮

か
び
上
っ
て
く
る
。

（
４
）
特
攻
戦
没
者
の
隊
員
情
報

　

所
属
部
隊
、
出
身
地
、
年
齢
、
出
身
期
別
は
、
手
記
の
記
さ
れ
た
背
景
が
わ

か
る
情
報
で
あ
る
（
表
５
）。
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
手
記
が
記
さ
れ
た

背
景
と
内
容
と
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
５
）
種
別
、
来
歴
等
の
附
属
情
報

　

手
記
の
種
別
は
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
へ
の
資
料
受
入
れ
時
に
登
録
さ
れ
た

資
料
品
名
を
便
宜
的
に
用
い
て
い
る
。
実
際
に
は
、
種
別
名
称
の
領
域
が
重
な

る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
遺
書
や
絶
筆
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
文
面
の

形
式
上
は
手
紙
で
あ
る
な
ど
明
確
な
区
別
は
難
し
い
。
種
別
の
定
義
は
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

　

来
歴
を
、
表
６
に
示
し
た
。
来
歴
①
は
、
手
記
の
筆
記
者
が
誰
を
対
象
と
し

て
記
し
た
も
の
か
、そ
の
経
路
は
第
３
者
の
手
を
経
て
郵
送
さ
れ
た
も
の
か（
郵

便
封
筒
の
有
無
）、
そ
れ
と
も
遺
品
と
し
て
軍
か
ら
遺
族
へ
届
け
ら
れ
た
の
か

を
推
測
す
る
情
報
、
来
歴
②
は
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
へ
の
寄
贈
者
、
寄
贈
さ

れ
た
年
、
指
定
資
料
以
外
の
手
記
の
収
蔵
品
の
有
無
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
特
攻
戦
没
者
の
手
記

を
研
究
す
る
上
で
の
附
属
情
報
と
し
て
整
理
し
て
お
く
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
南
九
州
市
指
定
文
化
財
「
知
覧
特
攻
戦
没
者
の
手
記
」
に
つ
い

て
資
料
紹
介
を
行
い
、資
料
的
価
値
付
け
の
視
点
や
課
題
に
つ
い
て
提
示
し
た
。

こ
の
文
化
財
は
、
出
撃
前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
知
覧
で
記
さ
れ
た
資
料
群
で

あ
る
。
前
日
に
記
さ
れ
な
が
ら
も
、
天
候
不
良
等
に
よ
り
出
撃
が
延
期
し
た
も

の
も
含
ま
れ
る
。
出
撃
直
前
と
い
う
視
点
は
、
文
化
財
と
し
て
取
り
扱
う
た
め

に
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
指
定
の
手
記
資
料
に

対
す
る
優
劣
を
測
る
た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

課
題
と
し
て
挙
げ
た
よ
う
に
、
将
来
、
知
覧
で
記
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
規

準
を
厳
密
に
検
証
し
、
指
定
解
除
を
も
含
め
て
リ
ス
ト
を
再
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
と
同
時
に
、
記
さ
れ
た
場
所
に
捉
わ
れ
ず
、
特
攻
隊
が
編
成
さ
れ
て
以

降
に
記
さ
れ
た
広
義
の
出
撃
直
前
と
い
う
枠
組
み
で
再
評
価
を
す
る
と
な
れ

ば
、
追
加
指
定
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
。

　

特
攻
戦
没
者
の
手
記
内
容
に
関
す
る
研
究
の
展
望
と
し
て
、
筆
記
者
の
世
代

や
経
歴
、
所
属
部
隊
や
出
撃
日
な
ど
の
、
手
記
が
記
さ
れ
た
背
景
と
内
容
を
分

析
し
て
い
く
な
ど
の
方
法
や
、
個
人
の
手
記
を
時
系
列
的
に
読
み
込
み
比
較
す

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
の
手
に
委
ね
た
い
。

参
考
文
献

森
岡
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憶
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学
芸
員
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表５　手記資料の筆記者の附属情報

氏名と階級（戦死後） 部隊名 出身地 年齢 出身期別・学校
1 山田　勇　　大尉 第68振武隊 京 都 府 21歳 特別操縦見習士官２期・専修大学
2 穴澤　利夫　大尉 第20振武隊 福 島 県 23歳 特別操縦見習士官1期・中央大学
3 中上　敬一　少尉 第40振武隊 岡 山 県 19歳 少年飛行兵14期
4 松原　徳雄　少尉 第106振武隊 和歌山県 19歳 少年飛行兵14期
5 上成　義徳　少尉 第80振武隊 鹿児島県 25歳 昭和12年入営
6 網代　一　　大尉 第67振武隊 千 葉 県 25歳 特別操縦見習士官１期・専修大学
7 袴田　治夫　少尉 第106振武隊 静 岡 県 18歳 少年飛行兵15期
8 水川　豊　　少尉 第70振武隊 佐 賀 県 19歳 少年飛行兵14期
9 藤田　文六　少尉 第70振武隊 三 重 県 18歳 少年飛行兵14期
10 服部　武雄　少尉 第105振武隊 愛 知 県 18歳 少年飛行兵14期
11 美野　輝雄　少尉 第29振武隊 兵 庫 県 20歳 少年飛行兵13期
12 太田　巌　　軍曹 第110振武隊 静 岡 県 19歳 少年飛行兵15期
13 宮井　政信　少尉 第45振武隊 和歌山県 20歳 少年飛行兵13期
14 大岩　泰雄　大尉 第55振武隊 東 京 都 21歳 特別操縦見習士官・神戸大学
15 深田　末義　少尉 第214振武隊 鳥 取 県 21歳 航空機乗員養成所14期（米子）
16 生駒　寛彦　大尉 第113振武隊 滋 賀 県 23歳 特別操縦見習士官１期・京都薬学専門学校
17 中嶋　璋夫　少尉 第113振武隊 山 梨 県 19歳 少年飛行兵15期
18 和田　照次　大尉 第165振武隊 長 野 県 21歳 特別操縦見習士官２期・上田蚕糸専門学校

表６　手記資料の来歴

手記
種別

来歴①（手記の宛先） 来歴②（平和会館への来歴）
父親 母親 兄弟姉妹 婚約者 その他 経路 寄贈者 寄贈年 他の手記

1 日記 ○ 遺　族 Ｈ20
2 手紙 ○ 婚約者 Ｈ22
3 遺書 ○ 遺　族 Ｈ25 あり
4 遺筆 ○ 遺　族 Ｈ８ あり
5 遺詠 ○ 遺　族 Ｈ25 あり
6 遺書 ○ 遺　族 Ｈ２ あり
7 遺筆 ○ ○ 遺　族 Ｈ25 あり
8 遺書 ○ ○ 遺　族 Ｈ25 あり
9 遺書 ○ 遺　族 Ｈ25
10 遺書 ○ ○ 遺　族 Ｈ７
11 絶筆 ○ ○ 郵便 遺　族 Ｈ25 あり
12 絶筆 ○ ○ ○ 遺　族 Ｈ９
13 遺書 ○ 遺　族 Ｈ25
14 遺書 ○ ○ 収集者 Ｈ６
15 遺書 ○ ○ ○ 郵便 遺　族 Ｈ24 あり
16 遺書 ○ ○ 遺　族 Ｈ２
17 遺書 ○ ○ 遺　族 Ｈ18 あり
18 遺書 ○ ○ ○ 遺　族 Ｈ25
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＜要旨＞

　南九州市教育委員会は、太平洋戦争後 70 年目を迎えた 2015（平成 27）年に、知覧特攻平和会館に
収蔵されている特攻隊員の手紙や遺書などを「知覧特攻戦没者の手記」として文化財に指定した。筆
者は、当時、南九州市教育委員会文化財課に所属しており、文化財指定の事務に携わった経緯がある。
筆者は、知覧から出撃した特攻戦没者の手記のうち、知覧において最後の出撃命令を受けた後に出撃
直前に書かれたであろう手記という基準を設けることで、特攻隊員の書いた個人的な記録を歴史資料
として捉えることができると考えた。資料は、南九州市が世界記憶遺産に申請したリスト 333 点を対
象として、その中から 18 点を選定した。本稿では、「知覧特攻戦没者の手記」を歴史資料として捉え
た視点を示し、それぞれの資料に書かれた内容を紹介した。課題として、知覧で記されたかどうかの
厳密に検証することや、あるいは場所に捉われず広義の出撃直前という枠積みで定義を見直すことも
検討の余地がある点を挙げた。

<Summary>

Handwritten Memoirs of the Kamikaze Pilots Designated as Cultural Properties of 
Minamikyushu city

Minamikyushu�City�Board�of�Education�designated� the� “Kamikaze�Pilots’�Wills�and�Letters� in�
Chiran”,� conserved�at� the�Chiran�Peace�Museum,�as�Cultural�Property� in�2015,�70�years�after�
World�War�II.�At�that�time�I�worked�for�the�Cultural�Assets�Department�of� the�Minamikyushu�
City�Board�of�Education�and�was�involved�in�establishing�these�documents�as�Cultural�Property.��　
My�work�has�led�me�to�the�conclusion�that�the�personal�written�records�by�the�Kamikaze�pilots,�
those�written�between�receiving�the�last�sortie�order�and�before�the�sortie�itself,�can�be�used�as�
historical�records.�Using�this�as�a�standard,�we�have�selected�18�of� them�from�out�of�333,� from�
which�Minamikyushu�City�had�applied�for�World�Memory�Heritage.�In�this�paper,�I�have�focused�
on�certain�aspects�of�the�“Handwritten�Memoirs�of�the�Kamikaze�pilots”�and�indicated�their�value�
as�historical�records.�Further�work�will�concentrate�on�refining�the�standards�we�use�for�historical�
records,�and�as� long�as�these�documents�were�written� just�before�the�sorties,�ascertaining�with�
greater�certainty�the�location�where�they�were�written.
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